
［法人の概要］ 〈　(公財)栃木県臓器移植推進協会から県民のみなさまへ　〉 令和７年７月１日現在

②

④ 宇都宮市昭和1-3-10県庁西別館 028-625-7350

⑤

⑥ 基本財産 ３１３，５７５千円

（資本） （内訳）栃木県出資額  １８２，８０９千円  (58.3%) 令和７年７月　理事長　小沼一郎 

　　　　市町出資額   ９０，０００千円  (28.7%)

   　　  その他     ４０，７６６千円  (13.0%) [情報公開]
⑦ 役職員数 県派遣 専    任 合    計 ＵＲＬ: https://www.tochizo.info/

理事 0 0 10 

常　勤 0 

非常勤 10 

監事 0 0 2 [監査等結果]
常　勤 0 

非常勤 2 

職員 1 1 2 

常　勤 1 1 2 

非常勤 0 [その他特記事項]
臨　時 0 

⑧常勤職員の 30代 60代～ 平均年齢

年齢構成 2 60才

［主な事業の事業費・概要等］ （千円、％） ［指定管理の受託状況］

① 8,647

全事業合計に占める割合（％） 50.8

② 5,974

全事業合計に占める割合（％） 35.1

③ 155

全事業合計に占める割合（％） 0.9

④ ①～③以外の事業 2,242

全事業合計に占める割合（％） 13.2
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設 立 目 的 臓器提供の意思表示の推進、臓器提供が適正に行われるための支援を行い、県民
の健康及び福祉の向上に寄与する。
①臓器提供に係る意思表示の推進に関する事業
②臓器移植に関わる医療機関の体制支援に関する事業
③腎臓病及び臓器移植に関する調査研究、研修、広報事業

事 業 内 容

総額

県OB 県現職 他団体等

「臓器移植」は病気や事故によって臓器が機能しなくなった人に、他の人の健康な臓器を移
植して機能を回復させる医療で、各種の臓器不全に苦しむ方にとって大きな希望となってい
ます。そのうちの腎臓移植を見ましても、栃木県内だけで約200名の方々が長い期間移植を
待っておられます。当協会では臓器移植に対する社会全体の理解を深め、より臓器移植を推
進するため、県民の皆様への普及啓発や臓器提供の意思表示の推進及び適正な臓器移植のた
めの支援事業を行っております。
　また、臓器移植は臓器を提供する方と受ける方を中心に、それぞれに関わる医療ｽﾀｯﾌや移
植ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ、そして御家族の善意により成り立っており、高度で専門的な医療技術はもと
よりﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰ保護等複雑で多面的な配慮が必要です。そのため当協会は、専門的知識技能を
有する県移植ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰを擁する県内唯一の団体として、他の団体にない特色・独自機能を
活かして、今後とも本県の適切な臓器移植の推進に取組んで参ります。

財政的援助団体等監査(監査委員)

実施年月日

令和4年1月26日

令和5年2月3日

ＨＰ

臓器移植協会だより(年度機関紙)

特記すべき指導・指摘事項なし

団体の運営は、設立目的に沿って適正に執
行されたものと認められた。

その他
(情報誌・ＳＮＳ）

名称

法人立入検査(健康増進課)

0 2 8 

0

① 団  体  名 公益財団法人　栃木県臓器移植推進協会

設 立 年 月 日 平成4年4月1日 ③代表者 理事長　小沼　一郎

所 在 地 等 電話

結果

指定期間

全体事業 17,018 17,765

臓器提供者(家族)や関係機関との連絡調整、臓器提
供者等・協力医療機関への感謝状等贈呈、移植希望
者の登録時検査費用の助成等

協会委嘱の院内移植ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ（県内19病院・35
名）への研修等活動支援、病院での臓器提供ｼﾐｭﾚｰ
ｼｮﾝ指導を含む相談対応等の連携強化事業

5,930

33.4

172

1.0

管理費等
2,292

12.9

～20代 40代 50代

令和7年5月29日協会監事監査
事業報告及び計算書類・その附属明細書・財産目
録ともに適正であることを示している。

・県内中核病院の院内移植ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰと協会の県移植ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰとのメールによる情報交換体制構築済
（今後も維持強化）
・県ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰのJOT(日本臓器移植ﾈｯﾄﾜｰｸ)研修のWeb化や緊急時の情報収集等に適切に対応するため、
契約通信データ量の上限変更・無制限化済

臓器提供者に係る連絡調整・臓器提供希望者への情報提供及び移植登録支援事業

臓器移植に関わる医療機関の体制支援事業

施設名

9,371

52.7

事業名
R6年度
実績

R5年度
実績

事業概要

ﾌﾟﾛﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙﾁｰﾑとﾀｲｱｯﾌﾟしたｵﾘｼﾞﾅﾙ意思表示ｶｰﾄﾞの作成
配布を始めとした様々な普及啓発活動や児童生徒等を対象
とした出前講座(「命の学習会」)の実施等

臓器移植に係る普及啓発及び意思表示推進事業



（単位：円）

令和４年度 令和５年度 令和６年度

321,760,572 321,241,294 319,064,662

流動資産合計 4,757,487 3,986,541 1,558,492

固定資産合計 317,003,085 317,254,753 317,506,170

6,833,851 7,870,682 8,050,722

流動負債合計 1,062,820 1,580,753 1,242,146

うち有利子負債 0 0 0

固定負債合計 5,771,031 6,289,929 6,808,576

うち有利子負債 0 0 0

314,826,721 313,370,612 311,013,940

一般正味財産 314,826,721 313,370,612 311,013,940

（単位：円）

令和４年度 令和５年度 令和６年度

経常収益計 16,730,432 15,462,593 15,408,414

0 0 0

経常費用計 16,317,776 17,018,702 17,765,086

事業費計 14,627,138 15,278,284 15,881,478

うち人件費 9,794,798 9,400,159 9,368,139

1,690,638 1,740,418 1,883,608

うち人件費 1,039,325 1,191,699 1,341,751

評価損益等計 0 0 0

412,656 △ 1,556,109 △ 2,356,672 ［県からの財政支出］ （単位：円）

経常外収益計 0 0 0

0 0 0

経常外費用計 0 0 0

0 0 0

0 0 0

314,926,721 313,370,612 311,013,940

（単位：％）
令和４年度 令和５年度 令和６年度 R5-R4 R6-R5

97.85 97.55 97.48 △ 0.30 △ 0.07

447.63 252.19 125.47 △ 195.44 △ 126.72

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

10.36 10.23 10.60 △ 0.13 0.38

66.39 62.24 60.29 △ 4.16 △ 1.95

102.53 90.86 86.73 △ 11.67 △ 4.12

特記事項

特記事項

［財務状況］
区分

貸
借
対
照
表

資産合計

合計得点率の推移

得点率

目的適合性

正味財産合計

負債合計

法人が行っている事業と当初の設立目的が
適合しているか 5

法人の財務状況が健全化傾向にあるか
（前年度・前々年度の財務状況と比較） 5 20 5 25%

組織運営健全性
組織､人事､財務等の内部管理体制が適切に
整備･運用され､かつ情報公開による透明性
の確保が適切か

5 10 8

正
味
財
産
増
減
計
算
書

うち県補助金計

区分

当期経常外増減額

0

管理費計

法人税、住民税及び事業税

正味財産期末残高

区分 令和７年度予算額 令和６年度決算額

補助・交付金 0

人件費計÷経常費用計×100

独立採算度 （経常収益計＋経常外収益計－県からの補助金収入）/（経常費用計＋経常外費用計）×100

財
務
指
標

自己資本比率

流動比率

有利子負債依存度

管理費比率

人件費比率

管理費計÷経常費用計×100

有利子負債計÷資産合計×100

流動資産合計÷流動負債合計×100

正味財産合計÷資産合計×100

［財務指標］
区分 算式

その他 0 0

当期経常増減額

うち県補助金計

［評点集計］
評価の視点 評価のポイント 項目数 満点 評点

10 10 100%

業務改革への姿勢
法人経営の方針や事業の実施目標等を設定
し、それらに沿った運営を行っているか等 5 10 10 100%

財務健全化の傾向

80%

R6 76%

合計得点率（各項目得点率の平均）

R4 88%

R5 83%

76%

指定正味財産 0 0 0

委託料 11,652,124 11,354,000

貸付金 0 0

県
か
ら
の

財
政
支
出

計 11,652,124 11,354,000
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得点率

レーダーチャート



事業実施上の課題

組織・財務上の課題

・現任の県移植ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの在職中に適切な人材を雇用し、OJT等による引継ぎがで
きるよう、関係各所からの情報等も踏まえながら、適任者の採用に努めていく。
・現下の金利情勢を踏まえた安定的な財産運用及び、適切な財務管理に努める。
・引き続き、様々な機会を捉えた普及啓発や適切な臓器提供に向けた医療機関との
連携を推進する。

・現任の県移植ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの在職中に適切な人材を雇用し、OJT等による引継ぎがで
きるよう、関係各所からの情報等も踏まえながら、県と連携し適任者の採用に努め
ていく。
・現下の金利情勢を踏まえた安定的な財産運用、募金活動の強化、経費節減等適切
な財務管理に努める。
・引き続き、様々な機会を捉えた普及啓発や適切な臓器提供に向けた医療機関との
連携を推進する。

組織については、現任の県移植ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰを継承していく適切な人材の確保・育成が
必要である。
財務については、事業が通常ベースの規模・内容に戻ったことに伴う経費増に加
え、物価高騰や国債の金利低下が財務状況に影響を与えており、引き続き基本財産
の安定的運用、効果的な募金運動の展開、事業効果を低下させない範囲での経費節
減等が必要と考える。

組織については、現任の県移植ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰを継承していく適切な人材の確保・育成が
必要である。
財務については、積極的な事業展開による経費増に加え、物価高騰や国債の金利低
下が財務状況に影響を与えており、引き続き基本財産の安定的運用、効果的な募金
運動の展開、事業効果を低下させない範囲での経費節減等が必要と考える。

- 県の施策を展開していくにあたり、重要な役割を担う団体であるため。

前年度（令和６年度） 当年度（令和７年度）

（主に目的適合性・
業務改革の姿勢の評
価を基に作成）

（主に組織運営健全
性・財務健全性化の
傾向の評価を基に作
成）

県現職派遣の理由、
必要性の評価

新型コロナの5類移行に伴い、ほぼ通常の規模・内容で事業を実施することができ
た。〔街頭キャンペーン等各種PR活動の通常実施、「命の学習会」(7回開催・724名
参加)、院内 ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ研修の年度3回実施、理事会・評議員会・専門委員会（透析
委員会及び企画委員会）の対面開催等〕。　また、県内(自治医科大学附属病院)で2
件の脳死下での臓器提供があり、協会所属の県ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰが準備段階から医師や院内
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰと連携して様々な連絡調整等を行った。

各種事業に積極的に取り組んできた。〔街頭キャンペーン等各種PR活動の実施、
「命の学習会」(6回開催・約800名参加)、院内 ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ研修の年3回実施、理事
会・評議員会・専門委員会（透析委員会及び企画委員会）の対面開催等〕。
　また、県内(獨協医科大学病院)で1件の心停止下での臓器提供があり、協会所属の
県ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰが準備段階から医師や院内ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰと連携して様々な連絡調整等を
行った。

臓器移植を推進するための県民への知識・意識の普及啓発や、適切な臓器提供のた
めの県ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰを中心とした県内医療機関との連携も綿密かつ効果的に行われてい
ると考える。今後は、県ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの豊富な経験や知識技能及び県内中核病院との連
携体制維持に向けた人材（後継者）の育成が課題となる。

臓器移植を推進するための県民への知識・意識の普及啓発や、適切な臓器提供のた
めの県ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰを中心とした県内医療機関との連携も綿密かつ効果的に行ってい
る。今後は、県ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの豊富な経験や知識技能及び県内中核病院との連携体制維
持に向けた人材（後継者）の育成により一層注力したい。

課題に対する今後の
取組の方向性

［自己評価］

前年度の法人運営に
ついての自己評価
（振り返り）



［継続検討項目に対する取組状況］ 　※該当法人のみ作成

・他団体との統合等を含むあり方の検討
　臓器移植を推進するためには、県民の理解を深めることはもとより、医師の理解、協力の下、医療機関における臓器移植医療の体制を構築することが重要である。
　こうした観点から、他団体との統合等を含め、効果的な事業推進に資する運営形態の検討と関連団体の理解に向けた協議を進める。

取
組
状
況

法人

所管部局

前年度（令和６年度） 当年度（令和７年度）

県医師会等と連携協力しつつ、県内中核病院と県コーディネーター間にも緊密な情
報交換・連携体制を構築している。
また、ホームページにより法人に係る情報を発信している。

当協会は、理事長が県医師会長であることから、県医師会はもとより、県透析医
会・県腎臓病患者友の会等との連携協力を強化していく。また、県内中核病院と県
コーディネーター間にも緊密な情報交換・連携体制の強化も図っていく。さらに、
豊富な経験・知識技能を有する県コーディネーターの後継者を育成するなど、事業
を効果的に推進できる体制の充実に努めていく。

県民の理解を深めるため、協会と県が一体となって街頭キャンペーンなどの普及啓
発に取り組んできたほか、事業推進体制の強化に向け、令和７年度当初予算におい
て、県コーディネーター複数配置のための人件費を確保した。

募金依頼先の拡大に向けて、市町等への募金協力依頼や関係団体への募金箱設置を
進めるとともに、県コーディネーターを複数配置するための採用活動支援及び予算
の確保に取り組む。また、令和７年度に移植医療支援室型拠点施設に選定された自
治医科大学附属病院との連携を強化するための調整を行っていく。

継続検討項目



［県が期待する役割の達成状況］（法人所管部局による評価）

S

A

B

C

［総合評価］（県統括部門による評価）

S

A

B

C

指摘事項

「評点集計」の合計得点率60％以上
 かつ「所管部局評価」が「B」以上

「評点集計」の合計得点率60％未満
 もしくは「所管部局評価」が「C」

評価理由 今後の連携･見直し方針

効果測定指標に対する実績値から判断するに、臓器移植に係る普及啓発・連絡
調整という目的を概ね達成したと考える。
これまでの事業を通じて得られた経験や連携は協会独自の強みであることか
ら、これらを活かしたより効果的な事業展開を図っていくことを期待する。

　栃木県臓器移植推進協会は、臓器移植に関する普及啓発や医療機関との連携
体制強化など、県民の健康と福祉の向上に資する事業を実施している。
　財務面では、自己資本比率や流動比率は高水準であるものの、特に流動比率
や独立採算度は２期連続で低下しており、財務健全性に懸念がある。
　自己評価では、各種事業に積極的に取り組み、臓器移植推進のための体制強
化が評価されている一方、県コーディネーターの後継者育成や財務状況の安定
的運用が課題であるとしている。
　継続検討項目では、拠点病院をはじめとした関係団体との連携協力の強化、
情報発信の充実、募金の協力依頼等に取り組むこととしていることから、これ
までの検討結果を取りまとめ、方向性を明確化することが今後の課題である。
　所管部局評価では、特に普及啓発活動の成果を評価している。

運営形態の改善のため、募金活動等に
より歳入を増やす他、県コーディネー
ターを増員するとともに、核となる医
療機関との連携を更なる強化してい
く。

なし

総合的所見

県の期待を十分達成している

○

総合評価

「評点集計」の合計得点率75％以上
 かつ「所管部局評価」が「S」

「評点集計」の合計得点率75％以上
 かつ「所管部局評価」が「A」

○ 県の期待を概ね達成している

県の期待を実現できていない

所管部局評価

県の期待を大きく上回り達成している

実績

［県と法人の役割分担］

効
果
測
定

事業概要 効果測定指標 目標値

県の役割
法人に期待する

役割

政策目標

協会や関係機関と連携・協力し、臓器移植に関する普及啓発活動
等を効果的かつ効率的に実施する。

円滑な移植医療実施のため、医療従事者や県民への普及啓発活動及び臓
器提供発生時における関係機関との連絡調整活動を行う。

臓器移植に関する普及啓発の促進及び臓器移植体制の構築

106% B臓器移植推進事業
命の学習会・出前講座

実施者数
750 1,877 724 794

R6
達成率

評価
R4 R5 R6


